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「
第
六
十
九
回
如
月
忌
」の
巻 

 
 

砥
部
町
が
生
ん
だ
名
優
、
井
上
正
夫
の
如
月
忌
が
命
日
の
二
月
七
日
砥
部
町
中
央
公 

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
父
が
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
い
た
関
係
で
若
い
時
か 

ら
毎
年
の
よ
う
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
皆
さ
ん
は
井
上
正
夫
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。 

明
治
十
四
年
砥
部
町
大
南
に
生
ま
れ
、
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
劇
団
の
大
幹
部
と
な
り 

後
進
の
育
成
や
大
衆
向
け
の
「
中
間
演
劇
」
の
創
出
、
新
派
劇
や
映
画
な
ど
で
大
活
躍
さ 

れ
「
日
本
芸
術
員
会
員
」
に
推
さ
れ
た
方
で
す
。 

そ
の
門
下
生
や
共
演
者
、
ゆ
か
り
の
人
達
に
は
岡
田
嘉
子
、
水
谷
八
重
子
（
先
代
） 

花
柳
章
太
郎
、
鈴
木
光
枝
、
喜
多
村
緑
郎
等
々
、
数
多
く
の
有
名
人
が
い
ま
す
。 

「
私
は
青
年
で
す
。
未
来
永
劫
の
青
年
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
は
生
命
の
あ
る
限
り
努 

力
を
続
け
よ
う
と
決
意
し
た
の
で
す
」
（
井
上
正
夫 

五
十
六
才
の
時
の
宣
言
） 

演
劇
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
意
気
込
み
と
ほ
と
ば
し
る
情
熱
を
感
じ
る
言
葉
で
す
。 

多
才
で
あ
っ
た
井
上
正
夫
の
趣
味
に
玄
人
は
だ
し
の
絵
が
あ
り
ま
す
。
砥
部
町
に
は 

絵
画
や
絵
手
紙
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
が
私
が
通
っ
た
砥
部
小
学
校
の
講
堂
に
「
郷
土 

の
児
童
の
将
来
に
大
き
く
の
び
ゆ
く
念
願
、
高
い
理
想
を
表
現
し
た
」
立
派
な
富
士
山
の 

絵
が
揚
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

私
の
想
い
出
は
昭
和
六
十
年
、
岡
田
嘉
子
さ
ん
を
シ
ャ
ト
ー
テ
ル
（
ホ
テ
ル
）
ま
で
お
送 

り
し
た
時
、
井
上
先
生
は
幸
せ
で
す
ね
ネ
、
亡
く
な
ら
れ
て
三
十
五
年
も
過
つ
の
に
毎
年 

法
要
を
続
け
ら
れ
て
…
。
砥
部
の
人
は
暖
か
い
で
す
ネ
と
申
さ
れ
た
の
が
今
も
心
に
残
っ 

て
い
ま
す
。 

あ
れ
か
ら
で
も
三
十
四
年
の
月
日
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
も
後
輩
の
砥
部
小
学
校
の 

児
童
有
志
が
お
参
り
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

い
つ
ま
で
も
こ
の
思
い
が
続
き
ま
す
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。 
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